
［成果情報名］三重県におけるコムギ赤かび病菌の分布とマイコトキシン産生能

［要約］三重県に分布するコムギ赤かび病菌は であり、ニバレノーFusarium graminearum
ル（ＮＩＶ）産生菌だけでなく、デオキシニバレノール（ＤＯＮ）及びニバレノール（Ｎ

ＩＶ）産生菌がみられる。

［ ］ 、 、 （ ）、キーワード コムギ赤かび病 デオキシニバレノール ＤＯＮFusarium graminearum
ニバレノール（ＮＩＶ）
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［背景・ねらい］

国内産コムギのＤＯＮ汚染度の暫定基準の設定および赤かび病被害粒の厳しい検査基準

の見直しを受け、三重県産コムギの赤かび病対策の重要性が増している。そこで、県内

に分布するコムギ赤かび病原菌の種類を広域に調査し、明らかにする。また、本県にお

ける赤かび病菌のマイコトキシン産生能を把握する。

［成果の内容・特徴］

Fusarium１．三重県の水田転換畑で栽培するコムギに発生する赤かび病の病原菌は、

であり、地域間や農林 号、あやひかり、タマイズミ、ニシノカオリのgraminearum 61
品種間に差異はない（表１ 。）

２．三重県に分布する には、ＮＩＶ産生菌だけではなく、ＤＯＮFusarium graminearum
及びＮＩＶ産生菌がみられる（表２ 。このことは、滋賀県以南の西日本ではＮＩＶ）

産生菌が多く分布するとの報告と矛盾しない。

３．調査した範囲内では、三重県で認められたＤＯＮ及びＮＩＶ産生菌には、ＮＩＶの産

生量が比較的多い菌と 逆にＤＯＮの産生量が多い菌の２型がみられるようである 表、 （

２）

［成果の活用面・留意点］

１．赤かび病罹病コムギのマイコトキシン汚染軽減対策の基礎的知見となる。




